
〈研修内容〉
○講義・事例発表
「信州の強みである公民館と学校の連携を生かして進める地域学校協働活動」

講師 筑波大学 人間系教育学域 准教授 丹間 康仁 氏
「山間地における学校と公民館の連携のあり方」

発表者 木曽町三岳公民館長 外戸 賢二 氏
「公民館がコーディネーターとなる強みを生かす」

発表者 松本市庄内地区公民館長 梶山 三男 氏

○事例研究（トークセッション）「教えて！公民館と学校の具体的な関わり方」
○熟議議（グループワーク）
「地域・学校の２０年後の姿を考える ～地域の良さや大事にしていること、今困って
いることは何だろう？学校・公民館・地域ができることは何だろう？～」

            ファシリテーター 筑波大学 人間系教育学域 准教授 丹間 康仁 氏

出会いと対話でつくる共生社会

地域づくり推進研修 令和８年(2026年)７月23日(木)

県内のＣＳによる地域学校協働活動の実践から、公民館と学校の連携を強みとして
地域づくり、学校づくりを推進している事例を学び、学校と公民館が具体的にどのよ
うに関わると地域づくりや学校づくりを効果的に推進できるかを考えました。
講義や事例発表・事例研究を通じて、基盤となる「協働」の意義や、公民館と学校の連
携の重要性について理解を深めることができました。また、熟議（グループワーク）で
は、多様な立場の参加者との対話により、地域の課題や実践事例を共有し、自地域で
の活動に生かそうとする意欲の向上が見られました。各地域・学校でのさらなる地域
学校協働活動の充実につながる、大変充実した講座となりました。

受講者アンケートから

●学校教育と社会教育の学びから学校と公民館の協働のあり方が学べた。（公民館職員）

●丹間先生のお話がとても分かりやすかったです。協働の意味なんて考えたことがありませんでした。本当の意味を知ったこ

とでコミュニティ・スクールにおいて、まずは何を最初にすべきかわかったような気がします。（市町村職員）

●社会教育と学校教育の違いと「教育」の視点で普遍的な共通点が見え、とても興味深かった。公民館の役割は思った以上に

大きく、いろいろな事例が勉強になった。山間地だけでなく、松本のど真ん中の公民館でもしっかりと活動しててびっくりし

た。長野県の良さが全面に感じられて元気をもらった。（学校教職員）

●各々の置かれている立場やお住いの地域ごとに差はあるものの、将来へのビジョンに共通点が何個もあり、また気づきのポ

イントを何点もいただけて良かった。（社会福祉協議会）

●今後の地域や学校について、住民や教職員、保護者、子どもたちも含めてみんなで話し合い、共に地域をつくっていけるよう

なきっかけをつくりたい。（諸団体）

地域学校協働活動を核とした地域づくり
～信州の強みである公民館と学校の連携を生かす！～

（受講者62名；会場37名、オンライン25名）
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